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限られた予算の中で ｜平

みなさんの意見を生かす

まちづくりを回指します。

平成15年度予算

平
成
一
五
年
度
予
算
が
、
三
月
二
七
日
（
木
）
の
第
一
回
市
議
会
定
例
会

で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
｜
般
会
計
は
前
年
度
当
初
と
比
べ
て
三
・
○
パ
ー

セ
ン
ト
の
減
と
な
り
、
四
年
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
予
算
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
も
、
第
三
次
高
萩
市
総
合
計
画
に
示
さ
れ
た

ま
ち
の
将
来
像
で
あ
る
『
げ
ん
き
・
や
る
き
・
か
が
や
き
の
あ
る
ま
ち
』
を

め
ざ
し
た
各
種
の
取
り
組
み
を
予
算
に
盛
り
込
み
ま
し
た
。

今
月
号
で
は
、
今
年
度
予
算
の
概
要
と
↓
財
源
不
足
の
解
消
を
図
る
た

め
に
行
っ
た
行
財
政
改
革
、
事
業
費
の
見
直
し
の
内
容
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

…J ※（ ）内は、前年度比の伸び率(％）

一般会計 1131.8,756万円 （△30)
特別会計 73億3,870万円 (15)

口国民健康保険事業 26億100万円 （1 1 ．2）

口老人保健事業 34億2,350万円 (.4.8)

口公共用地先行取得事業 1 ,550万円 （△1 .9）

口介護保険事業 12億6,600万円 （85）
口霊園事業 3,270万円 （△36．3）

口町西側土地区画整理事業 廃止 （皆減）

企業会計 12億3,530万円 (35)

口水道事業 9億7,720万円 （△7% 1）

口工業用水道事業 2億5,810万円 （81 ．8）

合計 199億6,156万円 : (.10)

会
計
別
の
予
算

一

消防費・
農林水産業費・

商工費など

17E4,700万円

民生費

27億8,633万円

■■

■I

ー
円

、

公債費、
61g7,084万円
（14.7％）

篭w7‘′q 、
／

歳
入
師
醗
耐
唯
唯
減
額
と
な
る

歳
入
の
中
心
と
な
る
の
は
、
み
な
さ
ん
か

ら
納
め
て
い
た
だ
く
市
税
で
す
。
市
税
に
は

市
民
税
や
固
定
資
産
税
、
軽
自
動
車
税
な
ど

が
あ
り
ま
す
。
昨
年
の
市
内
大
手
企
業
の
自

己
破
産
や
雇
用
情
勢
の
悪
化
に
よ
り
、
市
民

税
及
び
固
定
資
産
税
が
大
幅
に
減
額
と
な
っ

た
こ
と
か
ら
、
市
税
全
体
で
は
、
前
年
度
に

比
べ
五
億
八
、
○
○
○
万
円
の
減
（
△
一

二
・
九
％
）
に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
歳
入
に
は
、
各
基
金
か
ら
の
繰

入
金
、
諸
収
入
や
財
産
収
入
、
使
用
料
・
手

数
料
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
市
税
と
、
市
が
独

自
で
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
こ
れ
ら
の
お
金

の
こ
と
を
自
主
財
源
と
い
い
、
行
政
活
動
の

自
主
性
と
安
定
性
を
確
保
す
る
ひ
と
つ
の
尺

度
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
自
主
財
源
と
は
反
対
に
、
国
や
県

か
ら
の
交
付
金
を
依
存
財
源
と
い
い
ま
す
。

今
年
度
は
自
主
財
源
が
大
幅
に
減
額
と
な

市
の
行
う
仕
事
は
、
す
べ
て
予
算
に
基
づ

い
て
行
わ
れ
ま
す
。
そ
の
予
算
の
期
間
は
四

月
か
ら
翌
年
の
三
月
ま
で
の
一
年
間
で
、
市

に
入
っ
て
く
る
お
金
を
歳
入
、
使
わ
れ
る
お

金
を
歳
出
と
い
っ
て
経
理
し
ま
す
。

ま
た
、
市
の
会
計
に
は
大
き
く
分
け
て
一

般
会
計
と
特
別
会
計
、
企
業
会
計
の
三
つ
が

あ
り
ま
す
。

三
つ
の
簔
計
Ｉ
Ｆ
牙
※
》
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歳
出
重
点
的
効
果
的
に
配
分

財
源
が
不
足
す
る
中
で
、
効
率
よ
く
市
民

生
活
に
密
着
し
た
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
を

目
標
に
、
予
算
の
編
成
を
行
い
ま
し
た
。

内
容
と
し
て
は
、
医
療
制
度
改
正
な
ど
に

伴
い
民
生
費
が
二
億
三
○
○
万
円
の
増
、
じ

ん
芥
処
理
委
託
料
の
増
に
よ
り
衛
生
費
が
大

幅
な
増
と
な
り
、
土
木
費
・
農
林
水
産
業
費

な
ど
が
減
額
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
後

述
す
る
「
見
直
し
」
に
よ
り
、
人
件
費
を
含
め

た
内
部
管
理
経
費
や
各
種
の
事
業
経
費
を
減

り
、
歳
入
の
約
六
割
を
依
存
財
源
に
頼
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
非
常
に
厳
し
い
状
況
と
な

っ
て
い
ま
す
。

口
外
国
人
高
齢
者
等
福
祉
手
当
霞
万
円

▼
市
内
に
一
年
以
上
住
ん
で
い
る
外
国
人

登
録
者
の
う
ち
、
無
年
金
者
の
人
な
ど
に

手
当
て
を
支
給
し
ま
す
。

口
老
人
福
祉
施
設
整
備
費
補
助
金

１
，
５
０
０
万
円
▼
特
別
養
護
老
人
ホ

ー
ム
の
増
築
工
事
に
対
し
て
補
助
を
行
い

ま
す
。 主

な
事
業

７
｜
健
康
で
や
す
ら
か
な
ま
ち

地
域
福
祉
や
保
健
・
医
療
の
充
実
に
取
り
組
み
な
が
ら
、
市
民
の
み
な
さ
ん
が

快
適
で
健
康
に
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
の
墓
本
的
な
取
り
組
み
を
表
す
『
第
３
次
高
萩
市
総
合
計
画
」
に
示

さ
れ
た
六
つ
の
柱
に
沿
っ
て
、
合
年
度
の
主
要
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

■
日
立
地
域
小
児
救
急
医
療
輪
番
制
負
担
金

加
万
円
▼
子
ど
も
の
急
病
に
対
応
す
る

救
急
医
療
体
制
（
午
後
六
時
～
一
二
時
）

の
運
営
に
要
す
る
経
費
で
す
。

■
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
管
理
費

８
，
９
７
４
万
円
▼
総
合
福
祉
セ
ン
タ

ー
の
運
営
等
に
要
す
る
経
費
で
す
。

じ
た
り
削
除
し
て
対
応
し
た
も
の
で
す
。

投
資
的
経
費
が
予
算
全
体
に
占
め
る
割
合

は
七
・
一
％
と
か
つ
て
な
い
低
い
率
と
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
は
、
穂
積
家
住
宅
保
存
整
備

事
業
や
林
道
杉
内
線
整
備
事
業
が
平
成
一
四

年
度
で
終
了
し
た
こ
と
や
、
歳
入
の
一
般
財

源
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
る
こ
と
か
ら
新
規

事
業
へ
の
着
手
を
見
合
わ
せ
る
な
ど
、
投
資

的
事
業
計
画
の
繰
り
延
べ
な
ど
を
行
っ
た
こ

と
に
よ
る
も
の
で
す
。

市
で
は
こ
れ
ま
で
六
つ
の
特
別
会
計
が
あ

り
ま
し
た
。
し
か
し
、
町
西
側
土
地
区
画
整

理
事
業
が
、
事
業
の
完
了
に
伴
っ
て
会
計
そ

ー

の
も
の
が
な
く
な
っ
た
た
め
、
今
年
度
で
は

合
計
五
つ
の
特
別
会
計
と
な
り
ま
し
た
。

老
人
保
健
事
業
の
医
療
給
付
費
は
、
対
象

年
齢
が
七
五
歳
に
引
き
上
げ
ら
れ
る
な
ど
の

改
正
で
大
幅
な
減
と
な
り
ま
し
た
が
、
国
民

健
康
保
険
事
業
の
医
療
費
の
伸
び
や
、
介
護

保
険
事
業
の
保
険
給
付
費
の
増
に
よ
り
、
特

別
会
計
全
体
で
は
前
年
比
で
一
・
五
％
の
増

と
な
り
ま
し
た
。

市
が
行
う
事
業
の
中
で
企
業
的
な
会
計
を

持
つ
事
業
に
設
け
て
い
る
会
計
で
、
水
道
事

業
と
工
業
用
水
道
事
業
の
二
つ
が
あ
り
ま
丈

識
企
業
会
計

夛
一
自
然
と
共
生
す
る
安
全
な
ま
ち

口
溶
解
式
紙
処
理
機
導
入
経
費
扣
万
円

事
務
用
廃
棄
紙
類
の
再
資
源
化
を
促
進
す

る
た
め
の
処
理
機
を
導
入
し
ま
す
。

口
消
防
分
団
詰
所
改
築
事
業

２
７
７
９
万
円
▼
上
手
綱
川
側
地
区

、
の
分
団
詰
所
の
移
転
改
築
を
行
い
ま
す
。

■
高
萩
市
・
十
王
町
事
務
組
合
負
担
金

川
億
７
，
７
６
７
万
円
▼
十
王
町
と
取

消
防
・
防
災
機
能
の
充
実
と
、
生
活
環
境
に
配
慮
し
な
が
ら
安
心
で
快
適
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

雲
電
蕊
篭
鶴
蕊
蕊
繕
篭
簿
簿
一
驚

騨
弘
貼
押
囎
誹
角
＄
匙

．
ｒ
熱
蕊
熱
識
誇
癖
ぞ
輪
、
鵯
，

ー

＊
金
額
は
、
千
円
単
位
を
四
捨
五
入

口
印
は
、
今
年
度
の
新
し
い
事
業

予算の用語解説り
組
ん
で
い
る
斎
場
の
管
理
運
営
や
し

尿
・
じ
ん
芥
処
理
事
業
、
消
防
関
係
の
事

業
負
担
金
で
す
。

■
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
費
補
助
金

１
５
６
２
万
円
▼
下
水
道
の
認
可
区

、

域
外
に
住
む
み
な
さ
ん
に
合
併
浄
化
槽
設

置
の
た
め
の
補
助
を
行
い
ま
す
。

■地方交付税

国から市に交付されるお金のことです。全国の自

治体では税金の収入などがそれぞれ違うため、自治

体だけの収入で施策を行うと、自治体間に大きな格

差が出てしまいます。そのような格差を一定水準で

とどめるために設けられたのが地方交付税です。

■市債

簡単にいえば、市の借金です。自治体が事業を行

う場合に臨時的に多額の出薑が生じたり、将来の市

民にも経費を払ってもらうことが、かえって公平と

考えられる場合に、市債を用いることができます。
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目
口
森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
事
業
経
費

１
，
７
１
１
万
円
▼
森
林
の
有
す
る
多

面
的
機
能
を
発
揮
さ
せ
る
た
め
森
林
を
保

全
す
る
支
援
事
業
を
行
い
ま
す
。

口
商
業
現
況
調
査
委
託
１
７
０
万
円

▼
市
内
商
業
圏
内
で
の
消
費
者
の
動
向
調

査
を
実
施
し
ま
す
。

口
市
営
花
貫
住
宅
六
号
棟
建
設
工
事
実
施
設

計
委
託
１
，
１
３
８
万
円
▼
市
営
花

貫
住
宅
に
建
設
す
る
六
号
棟
の
設
計
を
委

託
し
ま
す
。

字
活
気
と
に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち

農
業
や
林
業
、
商
業
に
携
わ
る
み
な
さ
ん
と
協
力
し
な
が
ら
、
地
域
の
特
性
を

生
か
し
た
活
力
あ
る
産
業
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

市
営
住
宅
の
整
備
や
道
路
・
河
川
の
改
修
を
計
画
的
に
進
め
な
が
ら
、
快
適
な

都
市
空
間
の
創
出
と
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

暮
ら
し
や
す
い
快
適
な
ま
ち

■
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
推
進
経
費

９
９
２
万
円
▼
中
山
間
地
域
の
傾
斜
地

の
農
地
な
ど
を
良
好
な
状
態
で
保
全
・
維

持
す
る
事
業
を
行
い
ま
す
。

■
山
間
地
域
等
交
通
機
関
（
バ
ス
）
確
保
対
策

経
費
３
，
０
３
６
万
円
▼
地
域
の
足

を
確
保
す
る
バ
ス
運
行
に
補
助
し
ま
す
。

□
（
仮
称
）
市
営
手
綱
住
宅
基
本
設
計
委
託

２
０
５
５
万
円
▼
て
つ
な
住
宅
団
地

、

内
に
建
設
予
定
の
市
営
住
宅
の
設
計
を
委

託
し
ま
す
。

口
上
手
綱
橋
橋
梁
改
良
事
業

６
２
３
０
万
円
▼
常
磐
道
に
架
か
つ

、
て
い
る
上
手
綱
橋
を
耐
震
構
造
に
補
強
し

ま
す
。

口
馬
場
崎
橋
橋
梁
改
良
事
業
４
９
６
万
円

▼
通
行
止
め
と
な
っ
て
い
る
歩
行
者
専
用

の
馬
場
崎
橋
を
補
修
工
事
に
よ
り
機
能
回

復
さ
せ
ま
す
。

■
日
立
・
高
萩
・
十
王
広
域
下
水
道
組
合
負

担
金
８
億
４
，
１
９
２
万
円
▼
日
立

市
・
十
王
町
と
取
り
組
ん
で
い
る
下
水
道

事
業
に
要
す
る
経
費
で
す
、

一

■ゥ 目
口
松
岡
・
秋
山
中
学
校
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
借
上
経
費
１
，
９
６
０
万
円

▼
松
岡
中
学
校
と
秋
山
中
学
校
に
パ
ソ
コ

ン
を
増
設
し
て
、
一
人
一
台
使
え
る
よ
う

に
し
ま
す
。

口
室
内
環
境
測
定
調
査
２
１
７
万
円

▼
教
室
内
有
害
物
質
を
検
査
し
て
教
育
環

境
の
調
査
を
し
ま
す
。

口
可
動
式
机
・
椅
子
導
入
１
４
３
万
円

▼
体
の
大
き
な
児
童
・
生
徒
の
た
め
に
可

動
式
机
・
椅
子
を
設
置
し
ま
す
。
（
小
学

校
蛸
組
、
中
学
校
万
組
）

□
「
高
萩
ふ
る
さ
と
散
歩
」
（
改
訂
版
）
作
成

経
費
認
万
円

■
適
応
指
導
教
室
設
置
経
費
２
９
３
万
円

餓
輔
践
蕊
溌
織
慰
灘
灘
誰
も
た
ち
を
育
む
学
校

新
し
い
行
政
需
要
に
対
応
し
た
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
取
り
組
み
や
行
政

改
革
を
進
め
な
が
ら
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
ま
す
。

市民と行政が支えるまち《心豊かなふれあいのあるまち

（
》

灘
口
情
報
化
推
進
事
業
経
費
１
＆
４
９
２
万
円

▼
市
と
国
、
県
を
結
ぶ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ

ス
テ
ム
を
整
備
し
行
政
事
務
の
効
率
化
を

図
り
ま
す
。

口
市
議
会
議
員
選
挙
費
２
，
７
９
０
万
円

■
男
女
共
同
参
画
推
進
経
費
お
万
円

▼
男
女
共
同
参
画
を
推
進
す
る
団
体
へ
の

活
動
支
援
・
補
助
を
行
い
ま
す
。

▼
学
校
で
の
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
の
問

題
に
対
応
す
る
指
導
員
を
配
置
し
ま
す
。

■
外
国
語
指
導
助
手
設
置
経
費

１
，
０
５
６
万
円
▼
中
学
校
に
外
国
語

指
導
助
手
２
人
を
配
置
し
て
英
語
教
育
の

強
化
を
図
り
ま
す
。

昭1
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市
が
取
り
組
ん
だ
「
見
直
し
」
》

昨
年
の
市
報
一
一
月
号
で
掲
載
し
た
財
政
収
支
の
見
込
み
で
は
、
平
成
一
五
年
度
は
七

億
七
、
五
○
○
万
円
の
財
源
不
足
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
市
で
は
下
に
示

し
た
行
財
政
改
革
、
事
業
費
の
見
直
し
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
平
成
一
五
年
度
に
つ
い
て

は
、
基
金
の
取
り
崩
し
を
せ
ず
に
予
算
を
組
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
平
成
一
六
年
度
以
降
は
依
然
と
し
て
財
源
不
足
の
状
態
に
あ
り
ま
す
。

今
回
の
行
財
政
改
革
で
は
、
補
助
金
の
見
直
し
な
ど
み
な
さ
ん
に
影
響
を
与
え
る
も
の
も

あ
り
ま
す
が
、
危
機
的
な
財
政
状
況
を
ご
理
解
の
う
え
、
今
後
と
も
ご
協
力
く
だ
さ
る
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新年度予算と市報11月号掲載の収支見込額との比較

(単位：百万円）

平成15年度 市報11月号で掲載 差引額

区J"分 : 当初予算額(A) ' した収支見込額(B) (A)-(B)
市 税 3， 922 3， 841 81

歳地方交付税 3, 255 3., 456.201
鱗_ ： 市 、‘債 761 575 186

入~ぞめ他 907 935 .28

歳入合計 ① 8, 845 S, 807 38
. 鷺" .ｰ

､｡ ､人件費 2， 322 ＊ 鳶： ＊2， 385 △63

扶助費 480 447. 33
記一

I , 520 1 , 447 73

出,投資的経費 21 1 ： Ⅱ 350.139
その他 4， 312 4， 953△641

℃歳出合計 ② 8， 845 “ 9， 582△737
"雫 ， ,

歳入歳出差引き③(①-0) O i " .775

墓金取崩額 ④ 0 775

差引き不足額③+@ O - O

歳入合計 ①

人件費

扶助費

公債費

８２

５２００
４２８２

８３４５

､｡ 、人件費

扶助費

歳公債費

出'投資的経費
その他

＊歳出合計 ②

歳入歳出差引き③(①-②）

I

‘投資的経費
ﾊ 幕三一－－名÷ﾏ…

その他

２１
１１

２３

４

845

0

8，

ー

1 1月号で掲載した収支見込み額(B)の中で、③欄に△

775で表されている財源不足額7億7,500万円は、皇金取

り崩しによって補填するしかない状況でした。 しかし平成

15年度当初予算額(A)では、歳出合計②右欄のとおり、

歳出が見直されて生じた差額△737(7億3,700万円)によ

って、ほぼ不足額を補填することができました。
恋23－2113

灰
蕊
“
“
悪
瀞
狩

○
時
間
外
勤
務
手
当
て
７
２
７
万
円
削
減

選
挙
事
務
な
ど
の
特
別
な
要
因
の
時
間
外
勤

務
手
当
て
を
除
き
、
恒
常
的
業
務
で
の
時
間

外
勤
務
に
つ
い
て
は
、
全
庁
で
流
動
的
に
対

応
す
る
体
制
を
確
立
し
圧
縮
を
図
り
ま
し
た
。

○
議
員
数
の
削
減
等
１
，
５
０
０
万
円
削
減

（
年
間
べ
ｌ
ス
）

議
員
定
数
が
２
名
減
と
な
っ
た
こ
と
と
議
長

交
際
費
の
減
額
に
よ
る
削
減
で
す
。

○
職
員
数
の
削
減
８
，
６
８
５
万
円
削
減

平
成
旧
年
度
退
職
に
よ
る
川
人
の
職
員
の
減

平
成
脚
年
度
退
職
者
に
よ
る
旧
人
の
減
に
つ

い
て
、
組
織
と
配
置
人
員
の
見
直
し
に
よ
り

不
補
充
で
対
応
し
ま
し
た
。

○
４
役
（
市
長
・
助
役
・
収
入
役
・
教
育
長
）

の
報
酬
・
雷
理
職
手
当
て
カ
ッ
ト
率
引
上
げ

２
５
７
万
円
削
減

こ
れ
ま
で
実
施
し
て
き
た
４
役
の
報
酬
カ
ッ

ト
率
を
３
％
か
ら
５
％
に
、
ま
た
管
理
職
手

当
も
同
じ
く
５
％
か
ら
旧
％
に
引
き
上
げ
ま

し
た
。

○
臨
時
職
員
・
嘱
託
員
経
費
等

３
，
６
６
４
万
円
削
減

臨
時
職
員
を
前
年
度
よ
り
９
人
削
減
．
ま
た
、

退
職
職
員
の
再
任
用
制
度
を
凍
結
し
ま
し
た
。

（
金
額
は
一
般
財
源
べ
ｌ
ス
で
す
）

r¥鄙

懸
蝿
渉
鎧
捧
識
弊

ー,串
誹
熟
澪
準
恕
謬
“

劃
○
そ
の
他
１
億
３
，
４
２
８
万
円
削
減

▼
施
設
薑
備
費
を
長
期
契
約
す
る
見
直
し
．

▼
委
託
事
務
の
一
部
直
営
化
．
▼
印
刷
物
作

成
内
容
の
見
直
し
。
▼
納
税
組
合
報
償
金
の

廃
止
等
。

○
高
萩
市
・
十
王
町
事
務
組
合
負
担
金

２
億
３
，
５
７
４
万
円
圧
縮

可
燃
ご
み
・
不
燃
ご
み
処
理
等
の
委
託
単
価

削
減
に
努
め
た
ほ
か
、
平
成
脂
、
旧
年
度
で

予
定
し
て
い
た
旧
焼
却
施
設
の
解
体
を
、
旧

年
度
単
年
で
の
実
施
予
定
と
し
ま
し
た
．

○
下
水
道
事
業
費
負
担
金
８
，
１
０
８
万
円
圧
縮

管
渠
管
理
董
等
を
見
直
し
ま
し
た
。

○
投
資
的
経
費
１
億
３
，
８
８
３
万
円
圧
縮

道
路
改
良
や
農
業
用
施
設
整
備
等
、
平
成
幅

年
度
に
完
了
す
る
も
の
や
緊
急
に
実
施
す
る

必
要
が
あ
る
も
の
に
限
定
し
、
そ
の
他
の
事

業
は
計
画
を
延
伸
し
ま
し
た
。

○
各
種
イ
ベ
ン
ト
６
７
４
万
円
削
減

市
主
催
等
で
実
施
し
て
い
る
全
て
の
イ
ベ
ン

ト
に
つ
い
て
、
そ
の
効
果
な
ど
を
調
査
し
、

記
件
に
つ
い
て
廃
止
・
休
止
・
統
合
な
ど
の

見
直
し
を
し
ま
し
た
．

○
各
種
補
助
金
３
，
８
７
３
万
円
削
減

市
か
ら
の
補
助
金
全
て
に
つ
い
て
、
そ
の
交

付
の
必
要
性
を
再
検
討
し
、
１
５
４
件
の
う

ち
１
０
２
件
に
つ
い
て
見
直
し
ま
し
た
．
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救
急
車
が
そ
こ
ま
で
き
た
よ
。
が
ん
ば
っ
て
ね
Ｉ
．

韓 f

§ 蟹．､蕊
録寓 騨 弱叩 ：蕊叢、 ．． ‘

蕊■ ．！’欝
靭

駁

=員一一溌逢J… 交通事故の現場で
謡

一

露《" ’ 負傷者を元気づけた中学生蕊
蕊

＝

I
交通事故にあって負傷したお年寄りに、現

場で付き添い元気づけた2人の中学生がいま

した。そのお年寄りは、 5か月という長く厳

しい入院生活の中で、早く2人に感謝の気持

ちを伝えたいという思いに支えられてがんば

りました。

識
》
》一

一
函

」 望
評
議

垂
秒勝＃

》
葬
列
響
誇
黛

伊
暉
墾
学

ｃ

黛

謬

諺

羅溌羅溌

息“；

蕊蝿
．#

齢
鎖
蓬
寧
》
ゞ
霊
↑

、”

↑

蕊

皀

い

阯

三

ロ

ー

ロ

ロ

。

斡
磯 尋

：
〕
舞
鐸
鍛
識

事
騨
溌
昧
離
酢
溺
霞
匿
謂

日
（
土
）
の
こ
と
で
し
た
．
場
所
は
下
手
綱
地
内

の
田
ん
ぼ
の
中
の
交
差
点
で
、
乗
用
車
と
バ
イ

ク
に
よ
る
接
触
聿
故
で
し
た
。

バ
イ
ク
に
乗
っ
て
い
た
の
は
、
上
手
綱
に
住

む
常
松
カ
ホ
ル
さ
ん
。
そ
し
て
、
こ
の
時
事
故

現
場
近
く
を
自
転
車
で
通
り
か
か
っ
た
の
が
松

岡
中
学
校
二
年
生
（
現
三
年
生
）
の
田
中
美
穂

ゆ
う
こ

さ
ん
と
今
井
裕
子
さ
ん
で
し
た
．
二
人
は
こ
の

日
、
卓
球
部
の
活
動
を
終
え
小
島
団
地
内
に
あ

る
そ
れ
ぞ
れ
の
自
宅
に
帰
る
途
中
で
し
た
。

衝
突
の
衝
鑿
で
道
路
か
ら
約
一
メ
ー
ト
ル
下

の
田
ん
ぼ
に
投
げ
出
さ
れ
た
常
松
さ
ん
は
、

「
意
識
は
あ
り
ま
し
た
が
、
｜
瞬
何
が
何
だ
か

灘

一

鴬

堂
壺麓瀦鯛蝋震予職

を訪れた 田中可

一
／
） 分

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

田
ん
ぼ
に
落
ち
た
後
、
立

と
う
と
し
ま
し
た
が
全
身

が
痛
く
て
立
て
ま
せ
ん
で

し
た
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
に

二
人
の
中
学
生
が
駆
け
寄

っ
て
き
て
く
れ
ま
し
た
」

と
事
故
直
後
の
様
子
を
話

し
て
い
ま
す
。
「
目
の
前

で
交
通
事
故
を
見
た
の
は

初
め
て
で
し
た
。
大
き
な

早
く
治
し
て
あ
の
中
学
生
に
お
礼
が
し
た
い
ｆ
，

音
に
び
っ
く
り
し
ま
し
た
が
、
そ
れ
以
上
に
お

ば
あ
さ
ん
が
田
ん
ぼ
に
落
ち
た
の
を
見
て
何
と

か
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
」
と

二
人
の
中
学
生
。
現
場
に
着
い
た
二
人
は
、
持

っ
て
い
た
ス
ボ
ー
ッ
バ
ッ
ク
か
ら
ラ
ケ
ッ
ト
な

ど
堅
い
物
を
取
り
出
し
て
枕
に
使
い
様
子
を
見

守
り
ま
し
た
。
そ
し
て
「
が
ん
ば
っ
て
ね
」
と

繰
り
返
し
声
を
か
け
、
し
ば
ら
く
し
て
救
急
車

の
サ
イ
レ
ン
の
音
が
間
こ
え
る
よ
う
に
な
る
と

「
ほ
ら
、
か
す
か
に
救
急
車
の
サ
イ
レ
ン
が
間

こ
え
た
よ
」
、
「
だ
ん
だ
ん
音
が
大
き
く
な
っ
て

き
た
よ
」
、
「
救
急
車
の
姿
が
見
え
た
よ
」
、
「
あ

の
道
の
角
を
曲
が
っ
た
よ
．
も
う
す
ぐ
だ
よ
」

と
、
救
急
車
の
動
き
を
刻
一
刻
と
報
告
す
る
よ

う
に
伝
え
続
け
ま
し
た
。
「
救
急
車
が
来
る
時

の
様
子
を
細
か
く
話
し
続
け
て
く
れ
て
と
て

も
心
強
く
感
じ
ま
し
た
。
救
急
車
に
乗
せ
ら
れ

た
時
、
後
ろ
か
ら
二
人
が
『
が
ん
ば
っ
て
行
っ

て
き
て
ね
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
た
の
が
忘
れ

ら
れ
ま
せ
ん
」
と
常
松
さ
ん
は
当
時
の
様
子
を

振
り
返
っ
て
い
ま
す
。

入
辨
誰
聖
洲
竪
蠕
難
灘

い
う
圭
瘍
。
治
療
の
た
め
五
回
の
手
術
を
繰
り

返
し
、
退
院
し
た
の
は
昨
年
一
二
月
の
末
で
、

実
に
五
か
月
に
わ
た
る
入
院
と
な
り
ま
し
た
．

ー

「
毎
日
痛
く
て
つ
ら
く
て
、
そ
し
て
と
て
も
苦

し
か
っ
た
で
す
．
で
も
早
く
治
し
て
あ
の
中
学

生
に
お
礼
を
し
た
い
と
思
い
、
そ
れ
を
励
み
に

治
療
に
専
念
し
ま
し
た
」
と
常
松
さ
ん
．
こ
の

間
、
自
分
の
体
の
状
況
な
ど
を
書
き
綴
っ
た
闘

病
記
録
に
は
、
「
退
院
し
た
ら
最
初
に
あ
の
中

学
生
に
お
礼
を
し
た
い
」
と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

退
院
し
た
後
、
さ
っ
そ
く
中
学
生
を
探
す
こ

と
に
し
た
常
松
さ
ん
で
し
た
が
、
わ
か
っ
て
い

る
の
は
ジ
ャ
ー
ジ
姿
だ
け
．
「
事
故
の
場
所
か

ら
松
岡
中
学
校
の
生
徒
だ
と
思
い
学
校
に
連
絡

し
ま
し
た
．
し
か
し
確
認
が
取
れ
る
ま
で
に
一

時
間
く
ら
い
か
か
り
ま
し
た
」
と
常
松
さ
ん
が

話
す
よ
う
に
、
二
人
は
学
校
に
こ
の
事
故
の
こ

と
を
話
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
．
連
絡
を
受
け

た
学
校
で
は
ゞ
さ
っ
そ
く
心
あ
た
り
の
生
徒
を

探
し
、
そ
の
結
果
分
か
っ
た
の
が
今
井
さ
ん
と

田
中
さ
ん
．
「
改
め
て
報
告
す
る
よ
う
な
内
容

だ
と
は
思
わ
な
か
っ
た
の
で
そ
の
ま
ま
に
し
て

い
ま
し
た
．
で
も
あ
の
事
故
の
こ
と
は
決
し
て

忘
れ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
」
と
二
人
。
そ
し

て
、
今
年
一
月
下
旬
、
松
葉
杖
を
つ
い
た
体
の

常
松
さ
ん
が
学
校
を
訪
問
し
皇
一
人
と
対
面
し

て
積
も
る
思
い
で
感
謝
の
三
葉
を
伝
え
ま
し
た
。

こ
の
様
子
を
見
守
っ
て
い
た
前
松
岡
中
学
校

長
の
長
山
隆
一
さ
ん
は
「
思
い
や
り
と
優
し

さ
を
も
っ
た
生
徒
の
行
動
に
感
心
し
て
い
ま
或

そ
の
場
に
出
会
っ
て
も
あ
の
よ
う
な
行
動
は
な

か
な
か
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。
本
校
自
慢
の

生
徒
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
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瞳識謹新しくなった『穂積家

4ガ年の修復工＝が終わる

典那

陣

酢鎚

平成11年度から改修工事を進めていた県指

定文化財『穂積家住宅』が完成し、 3月19日

(水)に竣工式が開かれました。

新しくなった『穂積家住宅」を紹介します。

§鱗蕊＝圃＝

一

●生涯学習課盆23－1 1 32

広かしイ
い大まし 周

物のらり はな
の隣れ 、さ見まま

蝉…鶏. 魁鐸

今
剛
灘
慰
霊
頭
懸
鯛
脇
鼈
雛
鞘
鯛
辨
艀
襯

取
り
組
ん
だ
も
の
で
、
穂
積
家
住
宅
の
改
観
光
マ
ッ
プ
が
掲
示
さ
れ
、
各
種
パ
ン
フ
レ
ッ

修
と
そ
の
周
辺
の
整
備
を
行
い
ま
し
た
。
ト
な
ど
も
置
か
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
案
内
所

穂
積
家
住
宅
で
は
、
こ
れ
ま
で
も
二
度
に
と
並
ん
で
同
じ
切
妻
屋
根
を
持
つ
ト
イ
レ
は
、

わ
た
っ
て
茅
葺
屋
根
の
葺
き
替
え
を
行
っ
白
壁
と
板
張
り
で
囲
ま
れ
清
楚
な
造
り
に
な
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
今
回
の
よ
う
に
て
い
ま
す
。

主
屋
の
解
体
を
含
め
土
台
か
ら
修
復
す
る
こ
の
場
所
は
常
磐
自
動
車
道
高
萩
イ
ン
タ
ー

の
は
初
め
て
の
こ
と
で
、
四
か
年
を
要
す
に
近
く
、
市
外
か
ら
も
多
く
の
観
光
客
が
見
込

る
大
が
か
り
な
工
事
に
な
り
ま
し
た
。
ま
れ
る
こ
と
か
ら
穂
積
家
住
宅
を
中
心
に
一
体

穂
積
家
住
宅
保
存
整
備
事
業
で
は
、
主
的
な
観
光
情
報
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
整
備
し

い
し
よ
う

屋
と
衣
裳
蔵
が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。
主
ま
し
た
。

寵
藤
簾
鰹
鱸
騨
峨
職
穂
悪
感
判
舩
婬
師
欝
鰯

を
約
五
○
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
上
げ
て
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
生
活
様
式
の

新
た
な
基
礎
を
造
り
、
そ
の
上
に
改
め
て
変
化
に
合
わ
せ
て
内
部
を
改
築
し
て
い
ま
す

柱
を
組
み
直
し
ま
し
た
。
建
築
後
二
○
○
が
、
建
築
当
時
の
様
子
を
知
る
こ
と
が
で
き
る

年
が
過
ぎ
た
建
物
は
、
柱
や
梁
の
一
部
に
江
戸
時
代
中
期
の
代
表
的
な
豪
農
住
宅
と
な
っ

シ
ロ
ア
リ
に
よ
る
被
害
も
あ
り
、
そ
れ
ら
て
い
ま
す
。
こ
の
主
屋
の
特
徴
は
何
と
い
っ
て
ご
だ
ん

は
新
し
い
材
料
に
取
り
替
え
ら
れ
ま
し
た
。
も
重
層
な
茅
葺
き
屋
根
に
あ
り
ま
す
。
「
五
段

か
、
や
ぶ
き
な
か
た
け
ふ
し
そ
ろ
え
か
ど
い
ち
ま
つ
も
よ
う
よ
せ
む
ね
づ
く
り

た
、
主
屋
か
ら
続
く
衣
裳
蔵
は
、
外
壁
の
茅
葺
中
竹
節
揃
角
市
松
模
様
寄
棟
造
」
と
言
わ

し
っ
く
い

こ
壁
の
漆
喰
を
新
し
く
打
ち
直
し
、
内
部
れ
る
そ
の
姿
は
、
五
層
の
茅
葺
き
の
下
段
に
竹

学
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
節
を
並
べ
て
通
し
、
角
に
は
市
松
模
様
を
配
し

ら
に
、
建
物
の
西
側
に
は
井
戸
を
造

全
体
的
に
古
い
た
た
ず
ま
い
が
感
じ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
井
戸

に
は
新
た
に
遊
歩
道
が
造
ら
れ
、
建

周
囲
を
回
遊
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

辺
環
境
整
備
事
業
で
は
、
穂
積
家
住

宅
の
東
側
に
駐
車
場
や
案
内
所
、
卜

な
ど
見
学
者
の
た
め
の
施
設
を
整
備

し
た
。
駐
車
場
は
、
一
般
車
輌
の
ほ

型
観
光
バ
ス
も
駐
車
で
き
る
よ
う
な

ス
ペ
ー
ス
を
確
保
し
て
い
ま
す
。
案

ー

ー

た
造
り
を
表
し
て
い
ま
す
（
写
真
左
上
）
・

穂
積
家
住
宅
の
敷
地
に
は
主
屋
や
衣
裳
蔵
の

ほ
か
、
長
屋
門
と
そ
の
隣
の
前
蔵
な
ど
四
棟
か

ら
な
る
建
物
が
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ
の
建
物
も

後
世
に
い
く
つ
か
の
修
復
が
見
ら
れ
る
も
の
の

江
戸
時
代
か
ら
大
正
期
に
か
け
て
造
ら
れ
た
も

の
で
、
当
時
の
建
築
様
式
を
今
に
伝
え
る
貴
重

な
建
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
建
物
は
平
成
元
年
に
県
指
定
文
化

財
（
建
造
物
）
と
な
り
、
主
屋
の
東
側
に
位
置

し
江
戸
時
代
に
造
ら
れ
た
庭
園
は
、
平
成
二

年
に
市
指
定
史
跡
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇

今
回
の
整
備
は
、
特
徴
あ
る
ま
ち
の
遺
産
を

永
く
後
世
に
残
す
た
め
に
取
り
組
ん
だ
も
の
で

す
。
そ
し
て
、
見
学
だ
け
で
は
な
く
主
屋
に
つ

い
て
は
有
料
で
は
あ
り
ま
す
が
占
有
し
て
利
用

で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
古
い
た
た
ず
ま
い

が
感
じ
ら
れ
る
雰
囲
気
の
中
で
お
茶
会
な
ど
の

利
用
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

オ
ー
プ
ン
は
四
月
一
日
（
火
）
。
真
新
し
い

装
い
に
包
ま
れ
た
穂
積
家
住
宅
の
姿
を
楽
し
ん

で
く
だ
さ
い
。

4月1日(火)から見学できます。
■開館時間午前9時～午後4時

■休館日月曜日にDB州帥場合|擢日)

12月29日～1月4日

■入館料無料

■キ屋の使用料

＊茶会などに利用できます。

午前9時～正午 ≠ 2,000円

午後1時～午後4時2,000円

午前9時～午後4時4,000円

■問合せ

穂積家住宅恋24-0919

生涯学習課恋23－1132

7



平
成
一
三
年
四
月
か
ら
先
月
ま
で
の
二
年
間
、

高
萩
市
商
工
会
青
年
部
の
部
長
を
務
め
た
緑
川
慎

二
さ
ん
。
「
家
業
を
継
い
だ
の
は
一
二
年
前
で
す
。

仕
事
の
知
識
は
專
門
專
校
で
学
ん
で
き
ま
し
た
び

家
業
に
魅
力
を
感
じ
た
の
は
、
元
気
良
く
店
を
切

鷆
葦
韓
雲
這
塗

い
ま
が
わ
歯
科
医
院

睡淑肺卜回飼一
、
４

しゅラヘき

今
川
隆
先
生

歯と習獅について

なくて7癖、あって48癖と

いわれるように、人には多か

れ少なかれ癖があるもので魂

癖自体、無意識にしているこ

とですから、案外自分では気

づかないで、ほかの人から指

摘されることが多いのかもしI

い歯並びの原因になったり、 〕

摘されることが多いのかもしれ

噂
緑川慎二さん

（大和町）
ません。こうした中でも、悪
こうごう

い歯並びの原因になったり、不正咬合を悪化させたり、知ら
あぐ

ず知らずのうちに顔をゆがめてしまうこともある悪い癖「悪
し:⑩')へき

習癖」があります。代表的なものでは「指しゃぶり」です。

主に親指をしゃぶることが多く、 これによって歯がかみ合わ

ず、開いたままの状態になってしまうことがあります。また、

しゃぶる方向によって出っ歯になったり受け口になったりし

ます。ほかにも舌で前歯を押し出そうとする癖も、同じよう

に歯並びを悪くする原因になりますので注意しましょう。ま

た、タオル・爪・鉛筆などをかむ癖にも気を付けてください。

日常、何気なくしている習慣も、歯並びや顎の発達に影響

を与えることがあります。例えば、乳児のときにうつぶせ寝

をさせた子と．もは、顎が狭くなるというデータがあります。

あおむけ寝の方が歯や顎の発達には良いということです。ま

た、左右のバランスをくずすような習慣も問題があります。

例えば、頬づえを同じ側でばかりしていることや、首を横に

向けてテレビを見たりすること、顔の同じ側だけをいつも下

にして寝ることなどです。

無意識のうちにしてしまうことが、いつの間にか歯並びに

影響を与えてしまうなんて、恐ろしいことです。

れ
ま
せ
ん
」
と
緑
川
さ
ん
。

最
近
は
時
計
も
電
池
交
換
以
外
使
い
捨
て
す
る
も
の
が
多

く
な
り
、
修
理
を
頼
ま
れ
る
こ
と
が
少
な
く
な
る
な
ど
、
仕

事
が
様
変
わ
り
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
仕
事
上
の
星
本
姿

勢
は
か
ゆ
い
と
こ
ろ
に
手
が
届
く
対
応
を
心
が
け
、
時
間
と

手
間
を
か
け
て
お
宮
さ
ん
に
接
し
て
い
ま
す
。
‐

商
工
会
胄
年
部
で
は
、
年
に
二
回
の
フ
リ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
に
参
加
す
る
ほ
か
、
臺
と
年
末
に
行
わ

れ
る
駅
前
の
イ
ベ
ン
ト
で
子
ど
も
を
集
め
て
ゲ
ー

ム
を
行
う
な
ど
、
活
動
の
幅
を
広
げ
て
き
ま
し
た
．

「
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
と
い
つ
も
反
響
が
大
き

い
ん
で
す
。
景
気
低
迷
の
影
響
は
も
ち

ろ
ん
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
あ
た
り
に
商

店
街
活
性
化
の
ヒ
ン
ト
が
あ
る
か
も
し

‐

撒二コース
金婚のお祝いを届けました

3月12日（水） ・13日（木）

昭和28年3月末以前に結婚され、

今日までともに元気で50年の金婚

を迎えられたご夫婦43組のみなさ

んに、褒状と記念品を贈って祝福

しました。市長の突然の訪問に驚

かれながらも、みなさんは仲良く

褒状を受け取られました。

（写真は上手綱の宮沢秀雄さん

・滿喜子さんご夫婦です）

「
》

｢男女共同参画を考える｣講演会

3月16日（日）

総合福祉センターを会場に、市

民グループ｢ハーモニ－たかはぎ」

が主催して行われたこの講演会に

は、約240人が参加しました。
ぶんさよ"〕

教育評論家でもある桂文喬師匠

から、 「笑顔、いつも心に」をテ

ーマにした男女共同参画のあり方

について、落語家の視点から楽し

く分かりやすい解説を加えた講演

と、落語がありました。

中央公民館の高齢者大学と松岡

地区公民館の幸福大学が卒業式

3月5日（水）

今回、卒業式を迎えたのは中央

公民館が36人、松岡地区公民館が

8人。みなさんは在校生が見守る

中で卒業証書が授与されました。

また、在校生の修了式もいっし

ょに行われ、学業の節目として気

持ちを新たにしていました。
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子供映画会 5月10日（土)14：30～

「花さかじいさん｣｢はむこ参る(忍たま乱太郎)」

おりがみ教室 4月19日（土)14：30～

「こいのぼり」 「ティラノサウルス」

「つばめひこうき」 「こものいれ」

おはなし会’ 4月26日（土)14：30～

絵本 「ちいさなくも」

紙芝居｢おたまじゃくしの101ちゃん」

パネルシアター「三枚のおふだ」

5月14日（水）14：30～

絵本 「100びきのいぬ100のなまえ」

紙芝居「まほうのふで」

パネルシアター「にんじんはなぜあかい」

図
書
館
薗
画
届
亘

.｡¥蕊篭|里

雌|’
27⑳⑳30 1ン

‘誌踊|l
州⑫13 ↑4 ｲ5 ↑6 Ⅷ7 1朧
月18⑲2021 222324 1館
25⑳272829⑳31 1 日

:
輻

~

壷23-7174

【開館時間】
9:30～17:50

人形劇の人形つくり講廊牛募集2002年全国ベスト・セラーズ
日時4月から7月までの第3土曜日の午前生き方上手 日里

10時から12時まで。 声に出して読みたい日本語1 ･2 音『

場所総合福祉センター。 ■ 世界がもし100人の村だったら 池E

内容たかはぎ読み聞かせグループが行う人老いてこそ人生 石雁

口 形劇で使用する人形を作ります。 ビッグ･ファ‘ソトキャットの世界一簡単な英語の本向山
受講料無料。 ハリー・ボッターシリーズ既刊4巻 J･ ト

申込4月18日(金)までに電話で申し込み。 常識として知っておきたい日本語 柴E

生き方上手 日野

受講料

申込

原菫明蕾

声に出して読みたい日本語1 ．2 斉藤孝善

世界がもし100人の村だったら 池田香代子再話

老いてこそ人生 石原'|頁太郎蕾

ビｯゲ･ファ‘ソトキャットの世界一簡単な英語の本向山淳子、向山實彦蕾

ハリー・ボッターシリーズ既刊4巻 J･K･□－リング蕾

常識として知っておきたい日本語 柴田武著

海辺の力フカ上・下 村上舂樹蕾

運命の足音 五木寛之蕾

盲導犬クイールの一生 石黒謙吾文

本当の学力をつける本 陰山英男善

あかね空 山本一力著

ひとが否定されないルール 曰木流奈著

図書の検索は図書館ホームページで

匡，アドレス…http://www.Isdi.or｡jp/~taka-1ib/

ー

申込先 社会福祉協議会壷23－834］

’一一’

蝋文化呈館ガイド 〕
睦電23-7411三■

蓬

Ｆ
一
序
配

一
笠
麺
叩

〃
両
津

一
章
嬬
壁

－
ｒ

詮
に

唖
」
》
串

》
一
計
品
や

一
勢

ええ

大越隆助役が退任

3月28日(金）

第1回名画鑑賞会

■ドラえもん（のび太とふしぎ風使い）

■pa-pa-paザ・ムービーパーマン

日 時 4月29日 （火・祝日）

上映時間午前10時、午後1時。

入場料大人800円、高校生以下600円

（当日券は各20()円増）

ー

平成9年6月就任以来、 2

期6年にわたり市政運営に尽

力されてきた大越助役の退任

式が行われました。退職辞令

を受けたのち、多くの職員が

市役所玄関前に集まり、見送

っていました。

！鮭鍵 鐸

侭
驚

匡

プレイカイド

田所書店、

伸屋耆店、

モンペリせきね、

上島名ねもと、

高萩市文化会館

※高萩スタンプ会

引換券をご利用

いただけます。

完成した集会所の床面積は、

113.66㎡です。和室とホール

の2室が各種会議や地域の催

し物などに利用できます。

玄関から段差のないバリア

フリー施工のため、お年寄り

の方などにも使いやすい設計

になっています。団地内だけ

ではなく、広く地域の方にも

利用できる施設です。

市営花貢住宅集会室が完成

2月25日(火）
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一
募
集

▼
日
時
５
月
お
日
（
日
）
。
▼
場
所
高
萩

カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
．
▼
競
技
方
法
旧
ホ

ー
ル
ズ
・
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
（
新
ペ
リ
ア

方
式
）
。
▼
募
集
人
員
２
０
０
人
（
先
着
順
）
。

▼
プ
レ
ー
費
９
〃
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
（
食
事
代
を

含
む
）
．
▼
参
加
費
３
〃
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
。
▼

▼
日
時
４
月
妬
日
（
金
）
午
後
１
時
釦
分
か

ら
３
時
釦
分
ま
で
。
▼
場
所
市
役
所
の
相

談
室
．
▼
相
談
員
茨
城
県
弁
護
士
会
所
属

の
弁
護
士
谷
萩
陽
一
先
生
。
▼
定
員
６

人
（
先
着
順
）
。
＊
相
談
時
間
は
１
人
釦
分
程

度
。
▼
申
込
４
月
型
日
（
火
）
午
前
８
時
犯

分
か
ら
電
話
で
申
し
込
み
。
＊
こ
の
時
間
の

前
は
、
受
け
付
け
ま
せ
ん
。
▼
問
合
せ
秘

壹
課
念
四
１
７
３
２
０

薑らしに役立つ第
四
回
市
民
ゴ
ル
フ
大
会
の
参
加
害

無
料
法
律
相
談
の
相
談
者

口

宅 便己酉
&
鳴り’

｡ ｡● ●●｡●

豐
お
知
ら
せ
農

》
危
険
物
取
扱
者
の
試
験
と
》

》
試
験
準
備
講
習
会

●①

［
試
験
］
▼
日
時
６
月
盟
日
（
日
）
．
▼
場

所
茨
城
大
学
工
堂
部
（
日
立
市
）
。
▼
申
込

５
月
９
日
（
金
）
の
午
前
９
時
釦
分
か
ら
午
後

３
時
釦
分
ま
で
に
、
県
中
小
企
業
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
日
立
市
）
へ
．
ま
た
は
、
５
月
８
日

（
木
）
か
ら
旧
日
（
木
）
ま
で
に
、
試
験
セ
ン
タ

ー
あ
て
郵
送
ま
た
は
持
参
。
▼
試
験
手
数
料

甲
種
５
〃
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
／
乙
種
３
，
４
０
０

円
／
丙
種
２
‐
７
０
０
円
。

［
試
験
準
備
講
習
会
］
▼
期
日
甲
種
は
５

月
側
日
（
水
）
・
旧
日
（
木
）
。
乙
種
は
５
月
配

日
（
月
）
・
幻
日
（
火
）
。
▼
場
所
甲
種
は
茨

城
県
開
発
公
社
ビ
ル
（
水
戸
市
）
。
乙
種
は
日

立
地
区
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー
（
日
立
市
）
。
▼

申
込
５
月
９
日
（
金
）
の
午
前
９
時
釦
分
か

ら
午
後
３
時
釦
分
ま
で
に
、
県
中
小
企
業
福

祉
セ
ン
タ
ー
（
日
立
市
）
へ
．
▼
受
講
手
数
料

（
会
員
）
甲
種
１
１
〃
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
／
乙
種
１

０
〃
Ｏ
Ｏ
Ｏ
円
。
▼
問
合
せ
高
萩
市
・
十

王
町
危
険
物
安
全
協
会
事
務
局
（
高
萩
市
・

十
王
町
事
務
組
合
消
防
本
部
内
）
恋
塑
１
０

１
１
９

申
込
４
月
旧
日
（
火
）
か
ら
５
月
旧
日
（
火
）

ま
で
に
参
加
費
を
添
え
て
市
民
体
育
館
へ
。

▼
問
合
せ
市
民
体
育
館
容
四
１
２
５
５
２

体
育
協
会
ゴ
ル
フ
部
江
尻
寛
さ
ん
冠
型
Ｉ

３
１
４
９

、

画＝

１
１
〃

’

● ● ●

▼
市
民
課
盗
電
１
２
１
１
６
”

新
た
に
次
の
申
請
手
続
き
で
住
皇
ネ
ッ
ト
叩

を
利
用
し
ま
す
の
で
、
住
民
票
の
写
し
の
添
恥

付
や
証
明
が
不
要
に
な
り
ま
す
。

■
｜
般
旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
の
発
給
申
請
手
酌

続
き
［
新
規
発
給
］
合
年
４
月
１
日
か
ら
使
用
す
叱

る
「
旅
券
発
給
申
請
三
」
に
は
、
住
民
票
コ
ー
恥

ド
を
記
入
す
る
欄
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、
”

で
き
る
限
り
住
民
票
コ
ー
ド
を
ご
記
入
く
だ
》

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
（
戸
籍
謄
本
ま
”

た
は
抄
本
は
従
来
ど
お
り
提
出
が
必
要
）

な
お
、
本
人
以
外
の
家
族
、
親
類
、
旅
行
“

業
者
等
の
代
理
人
が
申
請
す
る
場
合
に
は
、
》

住
民
票
コ
ー
ド
欄
は
空
欄
に
し
て
く
だ
さ
い
。
》

［
切
替
発
給
及
び
再
発
給
］
パ
ス
ポ
ー
ト
の
恥

切
替
発
給
及
び
紛
失
、
盗
難
、
焼
失
な
ど
に
》

よ
る
再
発
給
の
申
請
の
場
合
、
申
請
書
の
記
必

載
方
法
は
新
規
と
同
じ
で
す
が
、
氏
名
や
本
》

籍
の
変
更
が
な
け
れ
ば
戸
籍
謄
本
ま
た
は
抄
如

本
の
提
出
は
不
要
と
な
り
ま
す
。

▼
問
合
せ
茨
城
県
パ
ス
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
叩

恋
Ｏ
２
９
１
２
２
６
１
５
Ｏ
２
３

■
恩
給
受
給
権
者
申
立
害
の
住
民
票
記
載
事
叱

項
証
明
今
年
４
月
か
ら
恩
給
受
給
権
者
が
引
き
続
叩

い
て
恩
給
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
か
ど
う
か
》

を
確
認
す
る
た
め
に
提
出
し
て
い
る
恩
給
受
皿

給
権
者
申
立
三
に
、
市
町
村
長
の
証
明
を
受
》

け
る
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。
な
お
、
当
該
亜

例
を
修
正
し
て
掲
載
す
る
場
合
に
は
、
事
前
》

住
民
臺
本
台
帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
住
臺

ネ
ッ
ト
）
の
利
用
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た

｛
）

国民年金の保険料は、月額13．300円

(付加加入は13，700円）になる予定で

す。この保険料を1年間または6か月ま

とめて前納すると、割引の特典がありま

すのでご利用ください。

に
茨
城
県
地
方
課
（
壷
０
２
９
１
３
０
１
１

２
４
５
３
）
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
．

▼
問
合
せ
総
務
省
人
事
・
恩
給
局

壷
０
３
１
５
２
７
３
１
１
４
０
０

国
民
年
金
の
前
納
割
引
に
つ
い
て

4月27日(日)は､参議院茨城県選挙区
選出議員補欠選挙の投票日です。

｢鯆瑳ままでいいんですか？ ｜
当日投票に行けない人は、不在者投票

をご利用ください。 ＊印鑑は不要です。

し不在者投票の場所と日時

[場所］市役所第二分室(市民相談室）

[日時]4月10日(木)～4月26日(土）
午前8時30分～午後8時

し問合せ選挙管理委員会(総務課内）
恋23－21 19 ‘ ”

＝

’
*(△)|矧引甑

6か月

79,150円
（△650円｝

81 ,530円
（△670円）

前納する額

1年間

156,770円
(△2830円）

161,480円

(A2920円）

～

定額保険料

付加保険料

＊納期限は、4月30日(水)までです。

＊市役所、常陽銀行派出では納められません

し問合せ市民課窓23－2116
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｜
定
面
積
以
上
の
土
地
売
買
な
ど
の
取
引

を
し
た
場
合
に
は
、
国
士
利
用
計
画
法
に
星

づ
い
て
土
地
売
買
な
ど
の
契
約
後
２
週
間

以
内
に
届
け
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

■
｜
定
面
積
以
上
と
は
？

都
市
計
画
区
域
内
…
５
，
０
０
０
㎡
以
上

そ
の
他
の
区
域
…
１
０
ゞ
０
０
０
㎡
以
上

■
ど
こ
に
届
け
出
る
の
で
す
か
？

土
地
の
所
在
す
る
市
町
村
を
経
由
し
て

知
事
（
地
方
総
合
事
務
所
長
）
に
届
け
出
て

く
だ
さ
い
．

■
届
け
出
を
し
な
い
と
ど
う
な
り
ま
す
か
？

６
か
月
以
下
の
懲
役
ま
た
は
１
０
０
万

円
以
下
の
罰
金
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
．

▼
問
合
せ
茨
城
県
水
・
土
地
計
画
課

盆
Ｏ
２
９
１
３
０
１
１
２
６
１
９

茨
城
県
県
北
地
方
総
合
事
務
所
総
務
課

盆
０
２
９
１
２
２
５
１
１
３
２
２

市
役
所
都
市
計
画
課
盆
四
１
７
０
３
４

▼
日
時
４
月
旧
日
（
土
）
午
後
７
時
釦
分
か

ら
９
時
ま
で
。
＊
雨
天
や
一
雲
天
の
場
合
は
ゞ

翌
即
日
（
日
）
に
順
延
。
▼
場
所
高
萩
森
林

公
園
．
▼
内
容
舂
の
星
座
の
観
察
．
▼
参

加
費
無
料
．
▼
申
込
直
接
現
地
へ
。
＊

小
学
生
以
下
の
お
子
さ
ん
は
保
護
者
の
同

伴
が
必
要
で
す
。
▼
問
合
せ
歴
史
民
俗
資

料
館
恋
四
１
７
２
２
９

土
地
取
引
の
あ
と
に
届
出
を

星
を
見
る
会
を
開
き
ま
す

●●●●● ●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●■

第1号被保険者(65歳以上の人)の介護保険料の額が改正されました
●高齢福祉課（総合福祉センター内）壷22－0080

.~~一一~~~~一~~一~~~~~~一~~一~~一ー一~~一--一一－一一 一--~~~~一一~~一~~~~一一一~一一-－－ －~一~~ー~~~~一~~一一 －~~一~~~~一~~一~~一~~一一一ー一--一一一~~~~一~~一ーー －~~一一一~~一可

介護保険制度は、3年ごとに策定する5年を1期とした『介護保険事業計画」に星づき運営しています｡高 ｜
萩市では平成15年度から始まる第2期事業計画の策定に伴い、 65歳以上の人（第1号被保険者)が納める介 ｜
護保険料の額が改正されました。
､－－－－－－－－－－－－－－－－ － － －－－－－－----.------－－－－－－－－－-－－－ －－－－－－------------－－ －一一一-－－－－－－－－ －－－－－-－－ － －------- 」

ー

平成15年度から平成17年度の介護保険料

保険料額（年額）対象となる人区分
‐へ

0

し‐
ｉ
戸
ハ
ー

、
『
Ｉ

」

ロ生活保護受給者または老齢福祉年金

受給者で市民税世帯非課税
第1段階 15,400円

23,000円

『Lへ

くし‘
し〃

市民税世帯非課税第2段階

第3段階 (基準額)30,700円本人が市民税非課税

本人が市民税課税で

年間の合計所得全額が200万円未満
第4段階 38,400円

｛
法令の改正により所得金額の境界が

200万円となりました本人が市民税課税で

年間の合計所得金額が200万円以上
第5段階 46.1001召

､/ｰ

介護保険料は、3年間の保険給付費から算定しま

す。平成15年度から17年度までの3年間の保険給

付費の総額は約41億円となります。

介護を必要とする人が増加していきます。

高齢者の数や要支援・要介護認高齢化の進行に伴い、高齢者の数や要

定者の数は増加していきます。また、サ

利用室が増えるため保険給付費も増加し

－ビス利用者や

ていきます。
ー

ー.高齢者人口

40歳～64歳の

認
定
者
数

０

０
０
０
０
０

０
０
０
０
０

１
８
６
４
２
０

０
０
０
０
０
０
０

０
０
０
０
０
０
０

６
４
２
０
８
６
４

７
７
７
７
６
６
６

高
齢
者
人
口

■
人の保
約32

険料
％

人

戸
'225ノ

j8人

席]ヘ
億円 戸

6945人
「~司
6816人

平成15年度平成16年度平成17年度平成18年度平成19年度

保険給付費の伸びの見込み

約124億円平成15年度

平成16年度

平成17年度

誌鯉
､｡

蕊騨箪鍵

|全体の約18％が65歳以上の人が負担｜
'する保険料です｡平均で1年間1人あ｜
'たり30,700円となります。

卜
約13.8億 円

〕億円

識聯鐸&‘識…蝉熱倉鐸

卜
識?瀞~.津鶴鍵蕊蕊驚毒脅,承譲蕊霧議約14.8

5億 10億 15億0

、 ノ
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』擶壺神社の棒ささら舞い
齢#一

○日時 4月13日（日）午前10時～。

○会場丹生神社境内。

○内容棒ささらの演技(午前10時、

11時30分、午後1時の3回)、たつ

ご子供会による市民ばやしの演奏、

模擬店の出店など。

・問合せ丹生ささら保存会事務局

矢野正三さん(図書館内)恋23-7174

蕊鞠ｱﾏﾁｭｱ無線技士養成
＃鼠課灌講習会の受講生を募集
;､協いふ熟

○日時 4月20日（日）と4月27日(日)。

午前9時～午後4時20分。

○会場日立市視聴覚センター。

○定員40人。 ＊頑|町り僻細り。

○受講料22,650円(塙申請料や洲勤と)。

○申込所定の申込害に受講料を添え

て申し込み。

●問合せ日立パーソナル恋0294-22-9577

4高萩山草会の第16回春の山野草展示会
溌繰●騨齢『

○日時 5月9日（金）～11日（日）。

午前9時から午後5時。 ＊初日は正

午から、最終日は午後4時まで。

○場所文化会館。 ＊入場無料。

○内容オキナグサ、ヤマブキソウな

ど春の山野草約250点を展示。同時

にチャリティバザーを開催します。

・問合せ高萩山草会会長

滑川正敏さん恋22-5004

絵手紙教室の会員を募集

○日時月2回の木曜日。午前9時～

10時30分。

○会場高萩郵便局内の会議室。

○募集人員 10人。

○会費等材料代として実費。

○講師斉藤隆子先生。

○申込電話で申し込み。

●問合せ鈴木とめのさん盆22-0197

当癩金､普通預金､別段預金は、
， ‘購箪

《平闘7年3月末まで全額保護されます,
脅撫か”

○定期預金については､これまで同様、

元本1 ,000万円までとその利息等が

保護されます｡それを超える部分は、

破たん金融機関の財産の状況に応じ

て支払われます(-:肋ﾂﾄさ柵Eと肺ります)。

○平成17年4月以降は、当座預金等の

利息のつかない預金が全額保護され

ます。

○預金保険制度､農漁協系統貯金保険

制度ともに同様の取り扱いとなります。

・問合せ金融機関の窓口または預金

保険機構、農水産業協同組合貯金保

険機構のほか下記財務局へ。

関東財務局水戸財務事務所公029-221-3188

生きがい講座の受講生を募集

○期日 5月～12月。

○会場総合福祉会館(水戸市)、総合

福祉センター(高萩市)。

○内容共通講座： 「暮らしの法律」

「運動と体のいい関係」など13科目。

選択講座： 「歴史」 「絵画」 「園芸」

「陶芸(ﾎ戸0出)」から1科目選択。

○対象者60歳以上で水戸会場が100

人、高萩会場が70人。

○受講料4,000円(資料代)。

○申込受付中～5月2日(金)までに受

講申込書を郵送かファックスで送付。

・問合せ （財）茨城わくわく財団

〒310-0851水戸市千波町1918総合福祉会館内

BO29-243-8989 FAXO29-244-4652

‐

jf’第15回高萩市民吹奏楽団定期演奏会
窯拳や『

○日時 4月27日（日）午後2時開演。

○会場文化会館。 ＊入場無料。

○演奏曲目ボレロなど。

･問合せ高萩市民吹奏楽団事務局

大谷圭子さん盆22-3456

オがミー(人工肛門･人工膀胱）

f講習雲の参加者を募集
､《鍵彰鐸.’

○日時 5月18日（日）午前10時～午

後2時30分。

○会場ホリゾンかみね（日立市)。

○内容日本看護協会WOC認定看護

師の前田真由美先生による「ストーマ

ケアと食事について｣の講演のほか､各

種相談､ストーマ用装具の展示など。

○参加費 1,000円(昼食代など)。

○申込 5月10日(土)までに電話で申し込み。

･問合せ （社)日本ｵｽﾄﾐｰ協会茨城県支部北

部地区ｾﾝﾀｰ根本主税さん召0294-42-3258

'百…§○とき5月10日(土)正午～午後5時。
○ところひたちぎんさも－る、日立新都市広場ほか。

露…○とき5月1 1日(日)正午～午後5時。
○ところ JR常陸多賀駅前よかっぺ通り周辺駐車場。

○内容(両会場とも） 綱渡り、アクロバット、曲芸など。

●問合せ日立シビックセンター恋0294-24-7711｜
圭
一

北茨城市花園のささら
○とき5月5日(月・祝日)午前10時30分と午後1時。

○ところ花園神社ほか(北茨城市華川町)。
はやし

○内容獅子にふんした3人の男児が、笛や太鼓のお磯子に合わせて力強く演

じます。この時期、華川町花園周辺ではシャクナゲも咲いています。

●問合せ北茨城市役所商工観光課恋43－1111内線363

常陸太田市

算′善意鰯霧、鷺
ありがとうございました

＊社会福祉協議会へ

、山本勝一さん(棚） 100,000円

・山之内製薬労働組合ラ･フエスタ 77,060円

．伽)石井なをさん(砺） 200,000円

＊中央公民館へ

、高齢者大学卒業生第28期生(代表笠井

辰也さん一同） デジタルカメラー式

＊松岡地区公民館へ

・幸福大学卒業生第9期生(代表斉藤

菊之助さん一同） 紅白幕一式

○内容常陸太田市、金砂郷H]、水府村、里美村の黄門の里ならではの特徴を

取り入れた四季折々の風景・風物で画財は自由。油彩水彩・日本画で未発

表の作品。大きさは20～30号で、仮額縁を付けてください。 1人2点まで。

○出品料3,000円。○申込7月31日(木)までに実行委員会へ。

●問合せ第2回黄門の里絵画展実行委員会（常陸太田市商T会館内）

〒313-0061常陸太田市中城町3210恋0294-72-5533

十王町｜お話コンサート 「注文の多い料理店、 ピーターと狼」
○とき6月1日（日）午後2時開演。○ところゆうゆう十王･ Jホール。

○内容音楽と朗読のコラボレーション、ピアノとフルートによるデュオコンサート。

○入場料一般2,000円ペア3，500円(振り州高校生以下1 ,000円

●問合せゆうゆう十王･ Jホール狂32-7111

12
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第2回黄門の里絵画展の作品募集



塞識弱漣謹蕪蔵鐘溌量鎧議蕊ツ振興課からの

せ冠23-7036
K子了含、､ー‘言､i二h念､k二,『=､､二7‘倉tニガ‘琴

口内容団体活動中の事故や往復途中の事故に対する保険。

口対象となる団体スポーツ・文化・ボランティア・地域

活動などを行う5人以上のアマチュア(社会縮鯏の団体。

口補償内容死亡、後遣障害、入院、通院の障害保険と賠

償責任保険及び共済見舞金。

口保険期間 4月1日から平成16年3月31日までの1年間。

＊4月1日以降の申込の場合は、その翌日から。

口掛金( 1人年蛸） 四子供のスポーツ、成人の文化・ボランテ

ィア活動中500円、圃高齢者クラブ等吟800円、回

成人のスポーツ(Dを除<)E,1 , 500円、回特定のスポー

ツu岳削ん‘7刈ｶﾝﾌﾂﾄｰﾙ割危雌幅uｽｰﾂ)E,9, 000円

口申込市民体育館にある加入依頼書に必要事項を記入の

うえ、常陽銀行の本支店に提出。

口開放曜日と時間毎週月曜日(祝日を除く）の午後7時か

ら9時まで。

口内容バレーボールやバスケットボールなど友だち同志

で自由に楽しめるコートと、 インデイアカやソフトバレ

ーボールなど親子で楽しく参加できるニュースポーツの

コーナーに分けて開放します。またバドミントン（ネッ

ト ．支柱)と卓球台も用意してあります。

口持参品体育館用の靴。

口申込事前の申し込みはありません。

みなさんの声をお聴かせください！ 『市政懇談会』を開きます ●秘書課遍23-7320
平成15年度の予算の内容をはじめ市政運営につ ■日程4月21日(月)から5月16日(金)までの

いての現状を報告するとともに、地域のみなさんと 下記の日程。

将来のまちづくりについて意見を交換するために下 時間は、すべて午後7時から9時までです。

記の日程で｢市政懇談会』を開きます。 ■出席者地域のみなさんと市長、市役所職員。
ー
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２
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７
８
９
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６

１
１
１
１

而在地）会場 (所在地） 会場

中央公民館

松岡地区公民館

有明町集会所

肥前町集会所

台高萩集会所

駒形集会所

千代田集会所 （上手綱）

和野集会所 （秋山）

秋山中集会所 （秋山）

福平集会所己 ■J;(福平） J

秋山南集会所 （秋山）

上手綱生活改善センター(上手綱）

石舟生活改善センター （上手綱）

下組生活改善センター■ （上手綱）

総合福祉センター （舂日町）

（高萩）

（下手綱）

（有明町）

(肥前町）

（高萩）

（安良川）

｜＊どの会場でも参加できますので‘=都合の良い日

程でご参加ください。

〈4月旧付の市職員の人事異動です(係長級以上)＞K 、 ‐］

隔画＝洞

口市長公室参事（高萩市・十王町事務組合事務局長）…三

浦正雄口民生部参事兼総合福祉センター長兼高齢福祉課

長…棚谷稔口教育委員会教育次長…豊田令一口教育委

員会参事兼庶務課長…神永安和口教育委員会参事兼学校

給食センター所長兼調理係長…澤田和典口議会事務局長

…鈴木末男口農業委員会事務局長…前田忠雄

瞬悪王師ロ

ロ市長公室秘書課長…大内健一口市長公室副参事（高萩

市・十王町事務組合北部衛生センター場長） ・･島崎武純

口民生部市民課長…鈴木修司口民生部保険医療課長…飯

田義雄口民生部副参事兼高齢福祉課庶務計画係長…大森

滋久口民生部健康づくり課長･･佐川邦夫口民生部副参

事兼健庚づくり課保健予防係長…野中嘉明口民生部福祉

事務所長…佐川俊幸口教育委員会スポーツ振興課長…若

林俊夫口会計課畠1参事…大高一生

課長補佐級｜
口市長公室企画政策課長補佐兼政策推進係長…鈴木清寿

口総務部税務課長補佐兼固定資産税係長･･･棚谷光雄口総

務部税務課長補佐兼管理徴収係長･ ･朝日壽之口民生部福

祉事務所長補佐…熊田恒男口経済部農林課長補佐…吉久

保昌弘口経済部商工観光課長補佐兼商工係長…松井茂

口建設部土木課技佐兼管理係長…下山田忠廣口建設部土

木課技佐…大平裕一口建設部建築課長補佐兼住宅・営繕

係長･佐々木敏三郎口建設部建築課技佐…坂場博一

口建設部都市計画課技佐兼施設係長…村山司郎口教育委

員会庶務課長補佐兼庶務係長…下山田幸

ﾛ羅壺洞

口市長公室企画政策課企画係長…郷土明男口総務部総務

課文書法制係長…鈴木真人口経済部農林課農政係長…樫

村浩明口建設部建築課建築指導係長（建築主事）…鈴木

秀男口教育委員会生涯学習課生涯学習係長…梶山祐一

口教育委員会スポーツ振興課スポーツ振興係長…小野寺利

光口教育委員会勤労冑少年ホーム館長…国井康吉口教

育委員会中央公民館係長…水野浩一

ー

■3月31日付の退職者

口斉藤博口青山治郎口豊田信二口泉紘三口柴田久

子口鈴木幸江口伊藤実子口根本まゆみ

－－→4月1日付で組織の見直しを行いました←－－

○建設部に設置していました高萩駅自由通路整備計画推進

室を廃止し、関連事務を土木課に統合しました。

I|3
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霧料の相談
行政相談

恵
ベトナム料理を紹介 日時:4月10日(木)･24日(木)､午

後1時～3時／市役所2階／相談

員：鈴木清相談員

●秘書課恋23-7320

メ

》

一
一
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一
一
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i

ますみ

鈴木珠美さん(高戸出身）

東京の西麻布でベトナム料理店を開いている鈴

木さん。外国の料理に興味を持ち、これまでベト

ナムのほか香港やタイ、アメリカ、フランス、イ

交通事故相談

I (火)、午前10時～午日時:4月15日(火)、午前101

後3時／場所：市役所2階

●生活環境課恋23-7031
タリアなど数々の国々を旅して約500を超えるレシピを学びました。

： これらの国々の中でも特に興味を持ったのはベトナム料理。 「新鮮な,

：魚介類、肉料理はもとよりベトナムならではの野菜料理は絶品です」と ：
：その魅力を話しています。自分のお店を持ってからは、 「食べた時の窯：

i きが新鮮な鑿きとして伝わるような料理を作っていきたいですね｣と話：
： しています。

： 今年の4月から9月までの半年間は、日本テレビの『キューピー3分：
： クッキング』 （4．5月は第2．4土曜日の午前1 1時50分から）の講師：

： としてベトナム料理の紹介をすることになっています。

■■■■■■■】■ 】■■■■■■■■■■■■ Ⅱ■ I■ Ⅱ■ 1■■】■■■■■■ U■ Ⅱ■ Ⅱ■■■■曲■■■■■■■1■■」■■■」■■■，■■ Ⅱ■ Ⅱ■

心配ごと相談

日時:毎週木曜日の午後1時～3

時／場所:総合福祉センター

＊相談の内容により弁護士相談を受

けることができます｡

●社会福祉協議会壷23-8341

補装具･補聴器の巡回相談

日時:4月25《日(金)午前9時～11時

30分／場所:総合福祉センター ・

●福祉事務所窓23=7030

〈精神クリニック（予約制） ＞
日時:4月16日(水) ・23日(水＊痴

呆)､5月7日(水) ・14日（水）午後1‘

時～3時／場所:日立保健所

●日立保健所恋0294-22-4196

一
》

4月からのごみ収集について
■『ごみカレンダー」 (4月~9月卿珊)についていどみ集積所利用責任者

を通して3月中に各家庭に配付しました。 （市役所受付にもあります）

■ごみ収集の回数について修不燃ごみの収集はこれまでの月2回から

3回に、 また再生資源の収集については、概ね月4回に改めました。

なお、粗大(小） ・有害ごみについては、排出量が少ないためこれまで

の月1回から2か月に1回としました。

■新しい不燃ごみ専用袋を作りました惨これまでの45（の袋に加え、

袋に新たに301の袋を用意しました。 (10枚l袋で200円）

●問合せ高萩市・十王町事務組合恋22-2917生活環境課壷23-7031

(予約制）くこころの相談（予約制） ＞

日時:5月2日（金）午前10時～正

午／場所:総合福祉センター内の相

談室／相談員:精神科医と保健師､ゞ

●健康づくり課冠24-2121

人権相談

日時:毎週木曜日の午前10時～午

後3時／場所：水戸地方法務局日
立支局／相談員：人権擁護委員

●水戸地方法務局日立支局80294-21-2253
’運動防火標語の入選者平成15年舂季火災予防 (敬称略）

＊入選者はすべて秋山小学校5年生

■最優秀實惨金澤茉里奈

つけた火は人にたよるなまかせるな

■防火管理者協議会会長賞伝弓野妙子

入れておこうあなたの心に火の用心

■優秀賞似芳賀亮祐亀井茜

■佳作惨有丼惠理佳加藤大棋金賀

千枝加藤実梨奈矢橋贄佐藤かすみ

鴨志田知世瀬谷亮

消費生活相談、〆

消費生活に関する苦情や相談

＊随時電話で受け付け。

●消費生活センター窓029-225-6445
≦虹 ､ .

年金相談

○常陽銀行高萩支店壷22-2211

日時：4月24日(木)午前10時～午

後3時

’ ’夫猫引き取り日

日時:4月22日(火)、 5月6日(火)午

前11時20分～11時40分／場所:市

役所第2庁舎東側

●生活環境課窓23-7031
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kifff"の汲み慰凰Q休み忠憩
函13日(日) ･19日(土) ･20日旧) ･
27日（日） ・29日（火）

關3日(土)～5日(月) ･ 11日旧）
●花貫クリーンセンター恋22-4318
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I
みんなでお茶会を楽しむ 藤野りW＃．

日ごろの感謝の気持ちを伝える

これは中央公民館で活動する第

3茶道クラブのみなさんが、身体

障害者療謹施設「愛正園」を訪れ
， .L

てお茶会による交流を行ったもの

で、当日は10人の会舅が参加。

会場では園生が着物を着たクラブ

生の指導を受けながら、お茶を楽

しんでいました。 報

I鋤螺蕊蕊少報灘箪溌鱸蝋蕊麹伽’
これは日ごろから交通事故や災害時に活動

している関係機関に感謝の気持ちを伝えるた

めに行っているもので、この日は同少年団の

団員4人が消防署を訪問。作文朗読や花束贈

呈を行った後、指令室の見学(写真1やはしご車

の体験試乗などを行いました。

ー

チームワークで熱戦 ｽｰﾂ少報犬錘ｿﾌﾄ ﾚｰ:飼牢旧)’~＝

鴬雲雪轄11

市内のスポーツ少年団の交流を目的に開いたこの大会には、団

員の小学生など約350人が参加。会場の市民体育館では慣れない

競技に戸惑いながらも、日ごろ鍛えたチームワークを発揮して楽

しくプレーする姿が見られました。

隣
典

癖

野

#"鐵鍾 鋪 16チームがタスキをつなぐ織
鯉

'第14回子ども会駅伝大会毎月23日(日) ’『
戦
黙

溌
垂

手綱工業団地内の周回コース（10

区:9,520m)で開かれたこの大会には、

市内をはじめ北茨城市の子ども会で

編成された16チームが参加。出場

したみなさんは、沿道に集まった保

護者などの応援を受けながらタスキ

をつないで走りました。

[優勝］島名団地子ども会

[準優勝］島名北子ども会

[第3位］安良川子ども会

瞬 感爵 鶏 連

四季折々の風景の写真等を展示 ー

晄影塾罐漠展,3月3冒蕊瓦'網(釦
写真愛好者で組織する光影塾が、

高萩郵便局のロビーで開いたこの写

実展には、 15点の作品が展示されま

した。会場に訪れたみなさんは、光

と影が作り出す鮮やかな四季折々の

風景などの写実に見入っていました。

まちの情報をお寄せください高萩市市民憲章昭和49年制定

自然をたいせつにし、美しいまちをつくりましょう。

きまりを守り、明るいまちをつくりましょう。

礼儀を正しくし、 うるおいのあるまちをつくりましょう。

元気で働き、豊かなまちをつくりましょう。

思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう。

■
■
●
甲
。

１
１
１
１
１

し市役所秘薑課

"23-7320 FAX24-4653

電子メールアドレスhisho@city.takahagi.ibaraki.lp

市政案内(日曜緊急医療当番医など)テレフォンサービス

壷23－1 151，23－1 152

●市制施行 昭和29年11月23日

’
火災・災害情報案内

"24-0019
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［写真と文］佐々木一雄さん(島名）

中央公民館で活躍する写真クラブの会員です

丹生柳社縫さ古冒、練習

棒を使った「ささら」は全国でも

珍しいものです。丹生神社では、大

正時代末期に演じられたのを最後に

途絶えていましたが、昭和57年、

約60年ぶりに復活しました。

4月13日（日）に下手綱の丹生神社祭礼｢棒ささら｣が行われま

す。保存会とたつご子供会が、毎週日曜日の朝に寒い拝殿に集ま

り、獅子舞、笛太鼓、はやしの演技練習をしています。 「丹生さ

さらのあゆみ」冊子には、故花園教之先生の調査資料などを元に

復活した記録が詳細にまとめられています。朝の練習はとても熱

心で､この舞が将来にわたり引き継がれていくものと感じました。

〆ヘ

ー

愚日曜緊急医療当番医です
〔時間〕午前9時～午後4時

4月

日 病院･医院名(所在地） 電話

'3日鱈瞳躍節|淵；福島クリニック(十王町）

やすらぎの丘温泉病院(下手綱） (24) 121220日

27日高萩協同病院(安良川）凶1122

5月

罵

日 病院･医院名(所在地） 電話

4日高萩協同病院(安良川） （23) 1122

'旧轌關割,Ⅲ 13…
（23) 1711

18日滝川医院(舂日町） （23)3100

25日松岡クリニック(下手綱) (22)1000

e

事
思

ぶ
毛現役のまだ若いおじいさ/Lです。 「孫と

うから可愛い/Lでしょうかね。二人とも4二人とも4
回 平成15年3月剥磯日現在

月

中に誕生日かあるので、 i子物の果物と一緒に

おもちゃでもあげようと思っています」と話

しています。 「健康で文夫に育つことだけを

願い、子育てには口を出さないようにしてい

ます」と明碓さ/Lo

34,143人(-16） 蕊 （ ）は前月比
鰯16,843人(-12)駒17,300人(-4）

12,097世帯(+15）

市報たかばぎNo.518

Aﾘ1MMR,

○ホームベージhtt[

鯵 ：寵讓歸嚇翻Ⅲ 鳫蕊
http://www.city.takahagi.ibaraki｡jp○電子メールhisho@city.takahagi.ibaraki.jp

幽醐柵 ’
池mrh酬凸mHG■R酌mqRA■自錘Ⅷ 、

この印刷物は、古紙配合率100％

の再生紙と環境にやさしい「大豆

油」インキを使用しています。
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